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審 査 結 果 の 要 旨 
特発性正常圧水頭症(iNPH)は，高齢者において，先行疾患がなく，緩徐進行性に認知機能障害，歩行障害，
尿失禁をきたす疾患で，手術により症状が改善する可能性があり，適切な診断が求められる．MRI画像上の脳
室拡大，シルビウス裂の開大および高位円蓋部の脳溝狭小化 (Disproportionately Enlarged Subarachnoid-space 
Hydrocephalus ; DESH) が診断において重要とされている．しかし，時折，高位円蓋部の脳溝狭小化は，判断が
難しい症例も存在する．iNPH患者の脳血流Single Photon Emission Computed Tomography (SPECT)画像では，し
ばしば高位円蓋部の血流増加を認める．申請者は，この所見について２つの仮説を考えた．１つは，この所見
は，高位円蓋部の密度上昇を反映した相対的な上昇で，実際の脳血流量は増えていないという仮説，もう１つ
は，この所見が iNPH に特徴的な所見であるという仮説である．申請者は，この所見を Convexity “APPArent” 
Hyper-perfusion (CAPPAH) sign と命名し，この２つの仮説を検証するためにStudy 1, 2を実施した． 
Study 1では最初に，DESHを呈していて iNPHが疑われる患者20例を対象として脳血流SPECT検査を実施
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